
老年歯科補綴学講座

入局後 臨床専門専修科生・レジデント

1年目 ・臨床講義（総義歯・クラウン・

　可撤性局部義歯・高齢者歯科・顎

補綴等）

・相互実習

（印象採得、写真撮影等）

・老年歯科補綴学講義聴講

・マネキン実習

・臨床症例（総義歯・クラウン・

　可撤性局部義歯を用いた補綴歯科

治療）

・症例報告

・特別講義

・抄読会

・チュートリアル

・院外研修

・専門学会参加

プログラム責任者名 上田貴之

講座名 老年歯科補綴学講座

主任教授 上田貴之

プログラム修了時に資格要件を

満たす学会認定医等の名称

公益社団法人日本補綴歯科学会　認定医・専門医

一般社団法人日本老年歯科医学会　認定医・専門医

プログラムの内容

大学院生

・臨床講義（総義歯・クラウン・

　可撤性局部義歯・高齢者歯科・

顎補綴等）

・相互実習

 （印象採得、写真撮影等）

・老年歯科補綴学講義聴講

・マネキン実習

・臨床症例（総義歯・クラウン・

　可撤性局部義歯を用いた補綴歯

科治療）

・症例報告

・特別講義

・抄読会

・チュートリアル

・院外研修

・専門学会参加

プログラムの特色

　当講座プログラムは、補綴歯科治療全般と高齢者医学を習得することを目標として

います。日本補綴歯科学会認定医および日本老年歯科医学会認定医申請の所要ケース

とリンクして作成されているのが特徴です。大学院生、臨床専門専修科生およびレジ

デントのどの立場であっても、３年間の臨床研修コースを修了すれば、修了証が授与

され、かつ日本補綴歯科学会認定医、日本老年歯科医学会認定医の申請資格を満たす

ことができます。

　その後は２年研鑽を積み、各学会の専門医を取得する者も多く、一般社団法人日本

歯科専門医機構が制度認定し、広告開示が可能な補綴歯科専門医の取得へとつながっ

ています。

　当講座では、研修の一環として非常勤講師の診療室に出向き、大学とは異なる様々

な外部環境での歯科医療を体験できる院外研修や企業等の研究所における研修棟も実

施しており、これらも大きな特徴となっております。
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2年目 ・臨床講義

・マネキン実習

・臨床症例（総義歯・クラウン・

　可撤性局部義歯を用いた補綴歯科

治療）

（ミニマムリクワイヤメント）

・症例報告（全顎的治療計画）

・特別講義

・抄読会

・チュートリアル

3年目 ・臨床講義

・臨床症例（総義歯・クラウン・

　可撤性局部義歯を用いた補綴歯科

治療）

（ミニマムリクワイヤメント）

・症例報告（全顎的補綴治療）

・特別講義

・抄読会

・チュートリアル

・専門学会参加・発表

4年目 ・臨床講義

・臨床症例（全顎的補綴治療、

　特殊な義歯など）

・症例報告

・特別講義

・抄読会

・専門医取得のための症例指導

5年目 専門医取得のための症例指導

6年目以降 専門医取得のための症例指導

・臨床講義

・臨床症例（総義歯・クラウン・

　可撤性局部義歯を用いた補綴歯

科治療）

（ミニマムリクワイヤメント）

・症例報告（全顎的補綴治療）

・特別講義

・抄読会

・チュートリアル

・専門学会参加・発表

・臨床講義

・臨床症例（全顎的補綴治療、

　特殊な義歯など）

・症例報告

・特別講義

・抄読会

・専門学会参加・発表

（国際学会）

・専門医取得のための症例指導

助教・レジデント・臨床専門専修

科生等として在籍し、研鑽を継続

可能。なお、各職種には定員があ

るため、募集や採用等を保証する

ものではありません。

・臨床講義

・マネキン実習

・臨床症例（総義歯・クラウン・

　可撤性局部義歯を用いた補綴歯

科治療）

（ミニマムリクワイヤメント）

・症例報告（全顎的治療計画）

・特別講義

・抄読会

・チュートリアル
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●本務教員で認定医等の有資格者
　（指導医・専門医・認定医等の複数の資格の場合には最上位の資格のみを記載）

日本歯科専門医機構認定
　補綴歯科専門医：上田貴之

公益社団法人日本補綴歯科学会
　指導医：上田貴之、竜　正大、髙野智史
　専門医：太田　緑、石田晃裕
　認定医：齋藤　壮

一般社団法人日本老年歯科医学会
　指導医：上田貴之、竜　正大
　認定医：髙野智史、太田　緑、石田晃裕、齋藤　壮

一般社団法人日本摂食嚥下リハビリテーション学会
　認定士：竜　正大

一般社団法人日本サルコペニア・フレイル学会
　指導士：竜　正大


